
実施河川レンジャー 西田河川レンジャー活動No H24-⑪

久米川(木津川)クリーンウォーキング活動名

久米川の河川クリーンウォーキングおよび久米川堤防の安全点検

ゴミ集積場所へ移送　11:00～12:00

感想
考察

講師

実施日 平成25年3月2日(土)　9:00～12:00

1班　天神橋～八幡樋門の間
2班　桑町橋～友生インター付近、七つ池排水路

実施場所

活動目的

参加者
1班　久米部消防団員　15名
2班　伊賀白鳳高等学校(サッカー部員)　44名

活動内容

作業地点に移動、クリーンウォーキングおよび堤防の安全点検　9:00～11:00

なし

・1班は天神橋から八幡樋門に向けて両岸堤防を消防団員にて清掃し、堤防の安全点検を行った。
・2班は八反田橋より両岸堤防を上下流方向及び七つ池排水路を3班に分かれ生徒により清掃。

・ゴミ集積場に分別ゴミごとに置き、集合場所へ掃除用具を返却、参加者にアンケートの記入を
依頼、解散

◆活動全般について
1.清掃前と清掃後では雲泥の差があり、随分きれいになった。
2.今回の参加者は全員熱心に作業しており特に生徒・団員の皆さんは隅々まで丁寧に収集していたの
が印象的
3.レンジャーの目的の一つである堤防法面の安全点検の項目は雑草の多い時期のため、堤防の草刈り
完了直後が理想である。
4.本年より参加の伊賀白鳳高校生によるゴミ拾いは、先生の指導で範囲を広め分岐水路まで清掃して
いただいた。



参加者
意見

活動状況

1.今年も河川のゴミは人家の無い橋の近くに多く集中しており、特に空き缶、空き瓶、ペットボトル
類が多い
2.堤防の安全点検は枯れ草の背丈が高く繁茂しているため、小さな欠陥箇所は見えにくかった。
3.昨年堤防のコンクリート堰堤を割って木が生えていた部分はコンクリートで補修されている箇所が
あった。
4.昨年に比べてゴミの量が随分少なくなったように思うが大型ゴミの投げ捨てが目立ち、川底には土
砂が堆積してススキ、竹、木が生えゴミが巻き付いていて川の景観を害している。
5.昔の親水公園整備の姿が見られず整備がされず荒れ果てたままになっているのは残念。(住民意見)

感想
考察

◆活動目的の達成状況について (アンケート調査結果等より)
1.消防団員という特別団体の参加で与えられた任務に対し、忠実熱心に完璧に近い状態で活動され
た。
2.ゴミが多く川が汚いので小学校の清掃活動として保護者も含め定期的に定点観測をして広報などに
載せる。
3.ゴミのないきれいな川にして子供たちの遊べる川、つりができ、泳げるきれいな川にしてほしい。
4.地域の会報や伊賀市広報に載せて川の汚れの現状を知ってもらう。
●参加者は平素何気なく通学して見ている久米川の汚れの状態をゴミの量の多さとヘドロの堆積で感
じることができた。
あらためて河川環境の大切さを考える良い機会となり、また、学生や地域の方々に「河川レン
ジャー」の活動を認識していただく機会となった。今後も継続して、生徒や自治会に活動の協力依頼
を行い、地域連携を進め河川レンジャーの活動を浸透・認識していただけるようにしたい。

◆活動運営状況について (要員間の連絡体制や安全管理体制の評価)
1.2つの班の清掃範囲と人数が異なるため、終了時間が一緒にならず一方のレンジャーさんには撤収ま
でのタイムラグが発生し、少しの時間待っていただいた。
2.要員間の連絡体制については何ら支障なく行え、消防団は軽車両にて作業に同行しサポートしてく
れた。
3.作業行程中の下水口のヘドロが滑り、水辺は泥で足を取られ危険、堤防の草・いばら・ススキが一
面に生え歩行に困難があったが事故無く完了できた。
4.本年、高校生の参加はサッカー部顧問の先生による生徒への積極的な参加要請をしていただき、高
校生を交えて広範囲のクリーン活動が実施できた。
5.雨の後で生徒には長靴がなく、運動靴で沼地に入り作業したので靴の汚れが目立った。

主催者挨拶状況団員集合状況



活動状況

収集作業状況

収集状況 分別状況

竹生育状況

高校生集合状況 生徒の班分け

収集状況収集状況



広報チラシ等


